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各種 PseudG随onas 　 syringae の エ チ レ ン 生 成罅 素の 遺伝子 レ ベ ル と

蛋 白 レ ベ ル か らみ た相同 性

（熊 エ 大 ・応 微エ 、 ＊ 農水 省 ・叢 罵研 、 ＊ ＊ 熊 大医 ・ 第 2 生 化 ）　（）長濱
一弓ム，

石 原 克哉、 藤＃ 隆 夫、佐 藤守 ＊、棚 瀬純 男 ＊ ＊、小 川 隆平、 福 階秀 雄

1．碍 的 　Ps，　 syringae 　 pv ．phaseolicola 　 PK2 の エ チ レ ン 生 成醒 素 （EFE ）は 当 研 究

室 で 単 一羆 自質 豪 で 糟 製 さ れ t ，、そ の 金 塩墓 配列が 決定 さ れ た
2 ）

。 今 回 は 、こ の 襲 ．

遮 pv ，一 亜 PK2、お よび 圃 種 の 他株 に っ い て 、 そ れ ぞ れ の エ チ レ ン 生 成 ．

酵 紫の 蛋 白、 な らび に 遺伝 子 レ ベ ル で の 相 岡 性 を調 べ た e

2 ．方 法 　 エ チ レ ン 生 醴 菌 と して Fs，　 syrj ．ngae 　 pv 。phaseolicola 　 9株 、　 Ps，syringae 　 pv ，

塾 5株 、 エ チ レ ン 非 生 産蘭 と して E2s．墜趣 PV、麒 4株 を使用 し．
’

各 菌株 の

培 養 に は O、5％ グ ル コ ース 含 荷改 変 NB 培地 を幤 い た 。 ウ エ ス タ ン ブ ロ ッ テ ィ ン グ に は 鐙 ，

孅 PV．uttlaEesLLi．gg−1a｝　 l　PK2煦 来 の 粮 製酵 素標 晶 に 対 し て 調製 され た 抗 体を用 い 、サ

ザ ン プ ロ ・ソ テ ィ ン グ に は pEFEO2 由 来 2、5kbpの Hind　 m 断片 をプ ロ ーブ と し て DIG　 Lumine
scent 　 Detecti （］n　 Kit で 調 べ た 。 エ チ レ ン 生 成酵 累 の 活 性 測 定法 は 常法 に 從 っ て 行 っ た 。

3．結 巣 　酵累 レ ベ ル で の 比較 を 行 う た め 各 菌 株 の 無 細 胞 抽 出液 を 調 製 し、 ウ ェ ス タ ン ブ

ロ ッ テ ィ ン グ を行 っ た 結 果、 エ チ レ ン 生 塵 菌 の み に 分子 量 4万
’
OEFE 相 当の バ ン ドが 認

め ら れ 、非 生 産顱 に は 認 め られなか っ た 。

一方 、 pEFEO2 由来 2．5kbp の mnd 　 Ill断片をプ

ロ ーブ と して サザ ン プ ロ ・ソ テ ィ ン グ を行 っ た結 果、全 て の エ チ レ ン 生産 繭 に っ い て は ハ

イ ブ リ ダ イ ズ す る バ ン ドを得 たが 、非生 塵讎 で は 何 も 認 浸）ら れ な か っ た σ
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氷 核 活 性 細 菌 の 遺 伝 子 工 学 的 研 究 （そ の 4 ） 丑seudo 田 onas 　 viridiflava

KVIN −2の 氷 核 活 性 遣 伝 子 の 由 来 と 特 性 。

（関 大 ・工 ・生 工 ） 大 釜 英 貴、 Q 田 村 雅 宏 、 長 谷 川 喜 衛 、 小 幡 斉 、 徳 山 泰

1 ． 目 的 　氷 核 活 性 細 菌 Pseudomonas 　 viridiflava 　 KV ！N−2 の 氷 核 活 徃 遺 伝 子 を コ ス ミ ドベ

ク タ ーHo 田 erM を 用 い て ク ロ
ーニ ン グ し た 結 果、 目 的 と す る 氷 核 酒 性 遺 伝 子 が 約 13 ．2kb

EcoRI 断 片 上 に 存 在 し、 そ の 断 片 を 環 状 化 す る 事 に よ り新 規 プ ラ ス ミ ド、　 pNVR
− 1 を

得 た
1 ） z ） 。今 回 は そ の 氷 核 活 牲 遺 伝 子 の 特 性 に つ い て 検 討 し た 結 果 、 若 干 の 知 見 が 得 ら れ

た の で こ こ に 報 告 す る 。

2 ． 方 法 と 結 果 　 pNVR
− 1 を 保 持 す る E．coli 　 JMIeg は 良 好 な 氷 核 活 性 と ア ン ピ シ リ ン

耐 性 を 示 す e そ し て 、 熱 処 理 に よ る 毛の 氷 核 活 性 へ の 影響 は 元 株 の 場 合 よ り も低 い も の で

あ っ た 。 次 に 、 P．viridiflava 　 KUIN −2ゲ ノ ム に は 染 色 体 の 他 に 約 30kb の 大 き さ の プ ラ ス

ミ ド （plNA ） が 存 在 し て い る 事 が 明 ら か に な っ た た め、 pN ▽ R − 1 を プ ロ ーブ と し

て 用 ｛丶 　pINA を 迦 RI 消 化 し た も の
’
に サ ザ ン ハ イ プ lj ダ イ ゼ ー シ ョ ン を 行 っ た 。 そ の

結 果、 約 13kb 一
旦鯉 RI 断 片 と の ハ イ ブ リ ッ ド が 検 出 さ れ 、　 pNVR

− 1 プ ラ ス ミ ドが pI

NA プ ラ ス ミ ド か ら 誘 導 さ れ た も の で あ る 事 が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 　pNVR
− 1 を 保

持 す る E．coli 　 JMIO9 の 最 適 生 育 温 度 が そ れ を 保 持 し な い 場 合 に 比 ぺ て 約 10 ℃ も 低 温 側 に

移 行 す る と い う現 象 が 観 察 さ れ 、 現 在 、 そ の 現 象 と 氷 核 活 性 遣 伝 子 と の 関 連 に っ い て 検 酎

中 で あ る 。
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